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世界の海域で発⽣した主な地震における、本震発⽣前後の M≧5.0 の余震回数⽐較 

   掲載期間：①〜③の本震発⽣の 10 年前から 2016 年 2 ⽉ 29 ⽇まで 
   震源要素：⽶国地質調査所（USGS）による（M≧5.0） 
     （※図の詳細については、個別資料（６）を参照） 
 
 

＜参考＞スマトラ北部⻄⽅沖地震発⽣以降の震央分布図 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３：世界の海域で発⽣した主な地震との余震活動の⽐較 

10 年後 地震発⽣ 5 年後５年前 

スマトラ北部⻄⽅沖の地震（Mw9.1）
と⽐べても、東北地⽅太平洋沖地震
以降発⽣した余震の数は⾮常に多い
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本震からの経過年数 気象庁作成

① 

② 

③ 

気象庁作成

(2004 年 12 ⽉) 
(2010 年 2 ⽉) 

(2011 年 3 ⽉) 

スマトラ北部⻄⽅沖の地震で
は、約 7 年半が経過した後に
Mw8.6 の地震が発⽣し、その
後地震活動が活発となった 




